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ABSTRACT 
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This is a report of a pilot study made to inv巴stigatethe conformity and individuality 
that women colege students express in their style of clothing, how these fash10ns are 
selected and the application of B巴m'ssex role inventory to peer acceptance. 
The findings are as follows 
1. The informants a) adopt the fashion comparatively soon(33.3%), b) adopt it when 
their friends do (43.7%), c) adopt it aft巴ra majority of the general public does 
(10.4%), and d) never adopt the fashion (22.0%) 
2. Factor analysis divides the informants into five groups・ 
a. A fashion opinion・ lead巴Itype 
b. A nonconformable but individual type 
c. An individual type 
d. A moderate type 
e. A coformable type 
3 • The informants who adopt the fashion comparatively soon are found to be indi-
v1dual and conscious of the fashion information and belong to the opinion lead-
er s group. 
Thos巴whoadopt the fashion folowing their friends are found to b巴nonindivi-
dual and conformable. 
4 • The result of Bem’s sex rol巴inventory1s 
a. Feminine ( 48.2%) 
b. Near feminine (22.03%) 
c. Androgynous (28.80%) 
5 • The feminine group is found to be conformable in clothing behavior and adopt 
the fashions of their friends. 
The near feminine group is found to be moderat巴inclothing behavior, adopting 
fashions comparatively soon. 
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The androgynous group is found to be individual and adopt the fashion after 
their friends do 
I諸亘
人の社会的行動は環境への適応行動で、ある。人は様 な々他者との関わり合いの中で社会生活
を営むものであり，しかもその行動は単数ないし複数の他者に影響し， また他者から影響を受
けるものである。被服に限って言えば被服と人間との関わりから生まれて来るものが被服行動
であり，被服を選択，入手し，着装し，管理，保管し，処理廃棄するまでに至る人間の行動を
言うのである。 Maslowによれば人間の欲求は①生理的欲求②ないし保障欲求③所属ないし
親和欲求④尊敬ないし承認欲求①自己実現欲求という5つの次元から形成されるものと し，か
りにそのまま被服行動にあてはめれば，所属ないし親和欲求，自己実現欲求が今日の被服行動
にひそむ主要な欲求と考えられる。すなわち，被服における同調行動と個性化行動がこれに該
当するものと考えられる。しかもこの個性化と同調化というこの2つの傾向は，流行現象を形
成する大きな要因でもある。個人は流行を採用することによって自分が適切な行動をとってい
るという安心感，つまり人間としての存在の証明アイ デンティティを確保すると同時に新しい
ものを求め自己を他人から区別し，顕示したいという欲求をも満足させるものであると考えら
れる。 人間行動のこのような “個性化”と “同調化” のパラ ドックスは人が実際にさまざまな
集団に参加しそれらの集団の成員として行動する時により顕著にあらわれる。
本研究は人々が実際にその被服行動においてどの程度同調するものなのか，又どの程度個性
化を計るものなのかを流行の採用時期と Bernのセックスロールインペト リィの関係において
把握する目的で行った。
E 調査方法
服飾を専攻する女子学生（ 1年次）182名よりアンケー 卜方式にて行う。
流行の取り入れ方は比率を算出した。 被服行動の質問項目は5段階にて各尺度を粗点化lノ平
均値を求め，この項目に潜在する因子の抽出は主因子法からのパリマックス回転を用いた。
更に，流行の取り入れ方別被服行動の相違はt検定にて Bernのセックスロールインベトリ ィ
はt値にて女性度を分類しタイフ別による被服行動および流行の取り入れ方の相違も t検定の
統計処理を行った。
E 結果と考察
1，流行の採用の仕方について
斉藤定良によると 「流行はある一定の短い期間内に一定の社会内の相当範囲の人々がその趣
味，日書好，思考判断，行為，動作などの様式を比較的自由に選択し，採用し，廃棄することに
よって生じかっ力動的に変化消長するかなり広範囲な社会的同様行動の現象である。 jとし，
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この流行を被服行動にあてはめるとある一定の期間内に相当数の人々に採用され， ある一過性
を経るとしだいに飽きられ衰退消滅して行く過程を言う。 Hornは被服流行の周期的性質を発
生， 成長一成熟一衰退，消滅にいたるベル型カーブを示すが， この周期性の時間幅は個々の流
行項目によってかなり相違があることを見い出している。ともあれ流行現象は社会すべての領
域にみられる現象であり被服に関してどのような態度， 行動を取るかは個人の自由にゆだねら
れているために流行は被服行動において最も顕著にあらわれる。Rogersは人が流行をどの段
階で採用するかによって 5つの採用者カテゴリーに分類している。先駆者 ：冒険心， 勇気があ
りつねに新しい着想を試みようとするタイプ（2.5%）。初期採用者：ォピニオンリーダー の役
割を果たすタイプで成功の見通しをもって新しい着想を採用する (13.5%）。前期追随者 ：初
期採用者が導入した新しい着想に対して慎重ではあるが，かな り積極的に追随するタイプ
(34%）。後期追随者：多くの人々が新しい着想を採用するようになってからようやく採用に
踏み切るタイプ（34%）。遅滞者 ：過去の伝統を判断の基準にする傾向のある人々で先駆者と
同様に社会から比較的孤立している （13.5十2.5%）。 これらの類型の標準的出現率について時
間的経過と採用者の関係は， 初めは採用者は少ないが徐々にふえて行きその後急速にふえ今度
は減少に向かっていく，その推移はほぼ正規分布をなしその数値は上述のようになる。
今回の調査による学生の流行の取り入れ方を Rogersの流行採用者のカテゴリー に当てはめ
ると 「比較的早く取り入れるJが33.3%，「まわりの人が取り入れてから」 が43.7%で，初期
採用者と前期追随者の1部が混合し比較的早く取り入れるグルーフに，前期追随者と後期追随
者が混合し「まわりの人が取り入れてからjのグルーフに該当するものと思われる。遅滞者に
ついても Rogersの数値よりも多く，正規分布の形を取らなかった。更に 「比較的早く取り入
れるJが33.3%と初期採用者の数値よりも多くなった原因は被験者が被服を専攻しているため
一般の人々よりも流行に対しては敏感に反応するのではないかと考えられる。又 「まわりの人
が取り入れてから」と「多くの人が取り入れて
から」を合計すると52.1%となり，約半数の学
生が被服行動に確固たる意見を持っているので
はなく， まわりの規範に従って行動していれば
安心という同調志向，他人志向型であり流行追
随型という解釈が成り立っと思われる。（表1) 
2.質問項目にみる同調化と個性化
表 1 流行の取り入れ方
項 目
真っ先に取り入れる
比較的早く取り入れる
まわりの人が取り入れてから
多くの人が取り入れてから
全く取り入れない
人 数 （%）
(0.05) 
61 (33.3) 
80 (43. 7)
19 (10.4) 
22 (12. 02) 
N=183 
同調とは個人がすでに存在している社会規範に自分の行動を合わせることをいう。これは各
個人が集団によって決められた規準を維持してゆこうとする相互作用の一種であるが，被服行
動における同調性もこの相互作用の中に含まれる。すなわち他人と同じようでありたいという
気持ちの動きが， 他人の服装の模倣になり，流行採用時期での追随的態度を取らせるものであ
る。これは服装の標準について知識の乏しい人にこの傾向が多くみられる。 しかしこの同調性
は他人と調和のとれた関係を維持したいという気持ちとも関連することから社会生活には必要
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かつ望ましいものと考える。
一方人はこの他人との同調を望みつつも同時に他方では自分を他人から区別したいという欲
求をもつものである。個人は一般にある明確な立場をとることによって個性化をはかり自己の
アイデンティティを確立して自己実現を求めようとする。 個人がもっ同調化と個性化のこの2
つの欲求は流行成立の基本的な条件であり，個人が比較的安全な手段として流行を採用する際
の動機となると思われる。
同調に関する研究は数多くなされており，それによると青年が児童や成人と比較して同年輩
の仲間に同調しやすく，文女子は従順にまた男子は意志堅固にという社会的期待の中で・育って
きたことに影響され，女子の方が男子よりも同調しやすいとされている。
(a) 質問項目の平均値について
被服を専攻している学生が実際の被服行動において，どの位個性化と同調化を内包している
ものなのかを把握しようとする目的で，5段階の質問形式にて調査をした結果を次に述べる。
平均値の高かった項目をあげるとどんな流行の服でも自分に合わないものは着ず（4.5）自
分の気に入った服なら流行に関係なく着ょうとし （4.4），たとえ男物であっても自分にあうよ
うに工夫して着てみたいと思う（4.0）であった。次に高い項目は，他人と同じ服装をするこ
とを好まず （3.7）スタイルブックやファッショ ン雑誌を多く読み （3.6），良かったものは同
じ様に着てみたい（3.5）であった。 逆に低い項目をみると衣服を購入する際，友人が着用し
ているような衣服を買うようにする （2.1)，平均値が最も低い項目は，私は自分に合わないと
思っても回りの人と同じ様な洋服を着るようにしている（1. 6）であった。このように平均値
表2 質問項目の平均値と標準偏差
質 間 項 日
1 .私は新しいファッシ ョンが町に出回るとすぐ取り入れたくなる。
2.私は自分の気に入った服なら流行に関係なく長〈着ようとする。
3.私はどんな流行の服でも自分に合わないと思ったら着ない。
4 祝典などの儀式には，他人が着て行くと予想される服と似たものを着ょうとする。
5 私は他人と同じ服装をすることを好まない。
6 私は服を購入する際、回りの人が着でいないものを買うようにする。
7.私は自分の手持ちの洋服を大事にして，次今に新しい衣服を買おうとは思わない。
8.私は自分に合わ寺いと思っても，回りの人と同じ様な洋服を着るようにしている。
9.私はスタイルフyクやフ7 ＇） ション雑誌を多く読む。
10.私は回りの人から注目 されるような衣服を着たいと望んでいる。
11. 私は衣服を購入する際、友人が着用しているような衣服を買うようにする。
12.私は自分の服をシーズンはじめに買うようにしている。
13，私は服装をTPOに応じて着るように心がけている。
14.私は衣服を購入する際，多少高価であってもブラン ドものを買うようにしている。
15.私は自分に合わないと思っても友人や店員に進められると買ってしま う。
16. 私はたとえ友人，店員に進められようとも自分に合わないと思ったら買わないようにする。
17. 私は新しい衣服を購入する際，自分の今までの傾向と同じ様なものを買うようにしている。
18. たとえスポーツウエアであっても街著として着用しでも良いと思う。
19.私はファ ッション雑誌をみて良かったものは同じ様にすぐ着てみたくなる。
20.私は男物でも自分にあうように工夫して着てみたいと思う。
合 計
553 
796 
819 
574 
665 
602 
508 
300 
662 
500 
375 
576 
661 
508 
431 
709 
564 
553 
628 
730 
平均 標準偏差
3.0 0.9 
4.4 0.8 
4.5 0.9 
3.2 1.2 
3.7 1.0 
3.3 0.9 
2.8 0.9 
1.6 0.8 
3.6 1.1 
2.7 1.0 
2.1 0.9 
3.2 0.8 
3.6 0.8 
2.8 1.0 
2.4 1.1 
3.9 1.1 
3.1 0.8 
3.0 1.1 
3.5 1.0 
4.0 1.0 
N =183 
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の高低をみると学生は自分に似合う服装，気に入った服装をすることを望んでおり，しかも他
人と同じでありたくないという意識が多くのスタイルブックやファ ッション雑誌を読ませ，良
かったものは積極的に取り入れようという姿勢をうかがうことが出来る。（表2) 
(b）質問項目の相関関係と因子分析
質問項目であまり高い係数は出なかったがr=O. 25以上の項目を上げて行くと Blに対し
てB19 (0. 420) B 10 (0. 331) B 9 (0. 329) B 14 (0. 254) B 15 (0. 269）であり， B3 
に対して B16 (0. 266), B 4に対して B5 ( -0. 287), B 5に対してB 6 ( 0. 551) B 10 
(0. 269), B 6に対して B10 (0. 288), B 8に対して B11 (0. 343) B 15 (0. 330), B 9 
に対して Bl0(0.288)Bl4(0.316) Bl9(0.366), BlOに対して B12 (0. 245) B 14 (0. 280) 
Bl9 (0.299), Bl2に対して B13 (0. 356), B 14に対して B19 (0. 269), B 15に対して B
16 (-0. 499）であった。数値の右上の印は相関関数の妥当性をみるためにCR検定を行った
結果で， r=O. 192以上が危険率1%で有意であった。 （表3)
なお各項目間で係数のやや高いものが重複して対応しており相関関係の読みは因子分析の因
子の解釈と同じ結果になるためにまとめて次に述べる。
被服行動の中で女子学生がどの程度同調化と個性化を潜在的に持っているものなのかを因子
分析により因子の抽出を試みた。解法は相関マ トリックスから主因子法にて求め，更に因子の
解釈をしやすくするためにパリマックス回転を行った結果が表4である。累積寄与率が5因子
まで48.5%，ほぼ半分の情報量が取りこまれていることから第5因子までを検討した。
第1因子の寄与率が13.9%，高く負荷している項目はB 1 (0. 7181) B 9 (0. 7244) B 10 
(0. 5114) B 14 (0. 4684) B 19 (0. 7167）であり，新しいファッショ ンが町に出回るとすぐ
取り入れたくなりスタイルブックやファッション雑誌を多く読み，良かったものは同じ様にす
ぐ着てみたいとしており，更に多少高価であってもブランド物を買うようにしている。又この
人達は回りの人から注目されるような衣服を着たいと望んで、おり， ファッションに対して積極
性があるとともに，やや自己顕示性があると思われる。第1因子を「ファッション・オピニオ
ンリーダー型」と言う ことが出来る。
第2因子の寄与率は13.5%と第1因子とほぼ同じ強さで，高く負荷している項目はB4 
(0. 5480) B 5 (0. 7314) B 6 (0. 7419) B 11 （一0.3215）であった。 他人と同じ服装をす
ることを好まない人は衣服を購入する際，回りの人が着ていないものを買うようにしておりマ
イナスの要因として衣服を購入する際，友人が着用している衣服を買うであり，更に祝典など
の儀式には他人と同じ様に装いたいということから第2因子は「非同調化と個性化Jの因子と
思われる。
第3因子の寄与率は7.4%，高く負荷している項目はB 3 (0.5956) Bl5 (-0.7047) B 
16 (0.8127）でどんな流行の服でも自分に合わないと思ったら着ない人は，たとえ友人，店員
に薦められようとも自分に合わないと思ったら買わないようにし，自分に合わないと思っても
友人や店員に薦められると買ってしまうがマイナスであることから似合うものを着たいという
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個性化派志向であり「個性化」の因子と言うことが出来る。
第4因子の寄与率は7.0%で高く負荷している項目は B12 (0. 7680) B 13 (0. 8017) B 14 
(0.3234）で自分の服をシーズンはじめに買うようにしており，服装を TPOに応じて着るよ
うに心がけている。衣服を購入する際，多少高価であってもブランド物を買うようにしており
「良識的被服行動」の因子と言える。
第5因子の寄与率は6.7%となり高く負荷している項目はB 2 （一0.3601) B 7 （一0.4615)
B 8 (0. 7137) B 11 (0. 6468）で自分に合わないと思っても回りの人と同じような洋服を着
るようにし，衣服を購入する際は，友人が着用しているような衣服を買うようにしている。更
に自分の気にいる洋服なら流行に関係なく長く着ょうとする項目と，自分の手持ちの洋服を大
事にして次々と新しい衣服を買おうとしないの2項目がマイナスであることから，第5因子は
「同調性Jの因子と言うことが妥当と思われる。（表4)
(c）流行のとり入れ方による被服行動の相違
流行の採用の仕方により実際の被服行動にどのような相違があるものなのかをクロス集計に
て調査した結果が（表5）である。
各質問項目で平均値の高いものを流行の取り入れ方別に羅列してみると 「比較的早く取り入
れるJ人に多い被服行動は， 新しいファッションが町に出回るとすぐ取り入れる。多少高価で
あってもブランド物を買う ようにする。ファッション雑誌をみてよかったものは同じようにす
表4 バリマックス回転後の因子負荷表
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2.6983 
13.5(%) 
27.4(%) 
0.2040 0.3234 
0.2010 
-0.1091 
0 .1038 
0.0024 
0.1908 0.0623 0.7137 
0.0520 0.0675 0.6468 
0.4615 
0.3601 
0.1738 
0.0539 
0.0289 
1.4839 
7.4(%) 
34.8(%) 
0.2229 
0.0602 
0.0277 
1.3916 
7.0(%) 
41.7(%) 
0.0673 
1.3474 
6.7(%) 
48.5(%) 
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表5 流行の取り入れ方による被服行動の相違 平均値（標準偏差）
流行の取り入れ方比較的早〈取 回りの人か取 多くの人が取 全〈取り入れ
質 問 I頁目 り入れる り入れてから り入れてから ない
1 私は新しいフ 7＂／ションが町に出回る とすぐ取り入れたくなる。 3.46(0. 78) 2.99(0.86) 2.74(0.55) 2.23(0.96) 
2 私は自分の気に入った服なら流行に関係なく長〈着ょうとする。4目48(0.74) 4.25(0.78) 4.32(0.86) 4.55(0.9) 
3.私はどんな流行の服でも自分に合わないと思ったら着ない。 4.46(1.00) 4.60(0. 77) 4.26(0.91) 4.45(1目12)
4. 祝典などの儀式には，他人が着て行くと予想される服と似たものを着ょうとする。 3.03(1.20) 3.44(1.08) 2.89(0.91) 2.64(1.19) 
5.私は他人と同じ服装をすることを好まない。 3.93(0.99) 3.36(0.96) 3.63(0. 74) 4.00(1.00) 
6 私は衣服を購入する際，回りの人が着ていないものを買うようにする。 3. 57(0. 97) 3.05(0.85) 3.37(0.81) 3.46(0.99) 
7 私は自分の手持ちの洋服を大事にして，次今に新しい衣服を買おうとは思わなし」 2.69(0.90) 2.84(0.91) 4.50(0.87) 2.86( 1.06) 
8 私は自分に合わないと思っても，回りの人と同じ様な洋服を着るようにしている。 1.51 (0.62) 1.74(0.86) 1.84(0.87) 1.50(0. 99) 
9.私はスタイルブyクや77 ＂／ション雑誌を多く読む。 3.98(1目00)3.59(0.93) 3.26(1.07) 3.18(1.33) 
10.私は回りの人から注目されるような衣服を着たいと望んでいる。 3.15(1.17) 2.51(0.81) 2.84(0.93) 2.41 (1.15) 
11. 私は衣服を購入する際，友人が着用しているような衣服を買うようにする。 1.98(0.86) 2.12(0.84) 2.32(0.86) 1.72(0.81) 
12.干ムは自分のmiをシーズンはじめに買うようにしている。 3.52(0.80) 3.01 (0. 77) 3 .16 (0. 93) 2.77(0.67) 
13. 私は服装をTPOに応じて着るように心がけている。 3. 72(0. 77) 3. 70(0.87) 3. 74(0.64) 3.14(0.92) 
14. 私は衣服を勝人する際，多少高価であってもプランドものを買うようにしている。 3. 25(0. 95) 2.58(0.89) 2. 74(0.85) 2.50(0.89) 
15. 私は自分に合わないと思っても友人や店員に進められると買ってしまう。 2.26(0.96) 2.49(1.16) 2.37(0.93) 2.18(1.07) 
16. 私はたとえ友人，店員に進められようとも自分に合わないと思ったら買わない特にする。3. 90(1.17) 3.89(1.05) 3.95(0.94) 3. 95 (1.15) 
17. 私は新しい衣服を購入する際，自分の今までの傾向と同じ様を物を買う様にしている。3.05(0. 73) 3.15(0.82) 3.16(0.81) 3.00(0.80) 
18.たとえスポー ツウェアであっても街着として着用しでも良いと思う。3.08(1.09) 2.94(1.08) 3.32(0.86) 3.14(1.01) 
19. 私i;l:777ション雑誌をみて良かったものは同じ様にすぐ着てみたくなる。 3.72(0.96) 3.46(0.96) 3.11(0.79) 2.86(1.01) 
20. 私は男物でも自分にあうように工夫して着てみたいと思う。 4.21(0.93) 3.86(1.00) 3.95(0.83) 4.05(0.93) 
N =61 N =80 N =19 N =22 
表6 流行のとり入れ方 ・女性度の度合いによる二項目聞の平均値の差の検定結果
；了一一ベ竺：！？比較的早〈取 純女性的女 純女性的女 両性的女性り入れカる滑と回り性と両性的 性とやや女 とやや女性りの人入れでからと 女性と の 性的女性との 的女性とのの平均植の差 平均値の差 平均値．の差 平均値の差
1 .私は新しいファッシ ョンが町に出回るとすぐ取り入れたくなる。 P < 0.01 NS NS NS 
2.私は自分の気に入った服なら流行に関係なく長く着ょうとする。 NS NS P <0.05 NS 
3.私はどんなi荒行の服でも自分に合わないと思ったら着ない。 NS NS NS NS 
4.祝典などの儀式には，他人が着て行くと予想される服と似た服を着ょうとする。 Pく0.01 NS NS NS 
5.私は他人と同じ服装をすることを好まない。 P <0.01 NS NS NS 
6.私は衣服を購入する際，回りの人が着ていないものを買う様にする。 P <0.01 NS NS NS 
7.私は自分の手持ちの洋服を大事にして，次 に々新しい衣服を買おうとは思わ幸い。 NS NS NS NS 
8.私は自分に合わないと思っても，回りの人と同じ様な洋服を着る様にしている。 NS NS NS NS 
9.私はスタイ ルブックやファッション雑誌を多く読む。 P <0.01 NS NS NS 
10.私は回りの人から注目されるような衣服を着たいと望んでいる。 P<0.01 NS NS NS 
11.私は衣服を購入する際，友人が着用しているような衣服を買うようにする。 NS P <0.05 NS NS 
12.私は自分の服をシーズンはじめに買うようにしでいる。 P <0.01 NS NS P <0.05 
13.私は服装をTPOに応じて着るように心がけている。 NS NS NS NS 
14.私は衣服を購入する際，多1>高価であってもブランドものを買うようにしている。 P<0.01 NS NS NS 
15.私は自分に合わないと思っても友人や店員に進められると買ってしまう。 NS NS NS NS 
16.私はたとえ，店員に進められようとも自分に合わないと思ったら買わないようにする。 NS NS NS NS 
17.私は新しい衣服を購入する際，自分の今までの傾向と同じ様な服を買う様にしている。 NS NS NS NS 
18.たとえスポ ツーウェアであっても街着として着用しても良いと思う。 NS NS NS NS 
19.私は77ッション雑誌をみで良かったものは同じ様にすぐ着てみたくなる。 NS NS NS NS 
20.私は男物でも自分にあうように工夫しで着てみたいと思う。 P <0.05 P < 0.05 NS NS 
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ぐ着てみたくなる。男物でも自分に合うように工夫してみたいと思うであり，ファ ッション情
報には敏感に反応し， ファッションを早期に取り入れたいという欲求をうかがうことができる。
「まわりの人が取り入れてから」に多い項目はどんな流行の服でも自分に合わないと思った
ら着ない，祝典などの儀式には他人が着て行くと予想される服と似たものを着ょうとするであ
り，良識的な被服行動と同時にやや同調化の傾向が見られた。
「多くの人が取り入れてから」を採択した人は，項目ごとの平均値は他の三者に比較した場
合低い数値であったが，その中でも特に高い項目を上げると被服を購入する際，友人が着用し
ているような衣服を買うようにするという同調化の傾向がみられた。次に流行の取り入れ方で
人数の多かった 「比較的早く取り入れる」と「まわりの人が取り入れてから」の平均値の比較
をt検定にて求めたところ（表6）「比較的早く取り入れるj人は「まわりの人が取り入れて
から」の人よりも新しいファ ッションが町に出回ると取り入れたく なり，他人と同じ服装をす
る乙とを好まなく，衣服を購入する際，回りの人が着ていないものを買うようにしており，ス
タイルブックやファッション雑誌を多く読み，回りの人から注目されるような衣服を着たいと
望んでいる。更に自分の服をシーズンはじめに買い，多少高価であってもブランド物を買うよ
うにしており，男物でも自分に合うように着てみたいという各項目について有意差がみられた。
一方「まわりの人が取り入れてから」の人で有意差のあったものは，祝典などの儀式には他
人が着て行くと予想される服と同じようなものを着て行くであった。
以上のことから流行を「比較的早く取り入れる」流行早期採用者は「まわりの人が取り入れ
てからjの人と比較した場合，情報に敏感であり，他人と同じ服装をすることを好まないこと
からやや個性派志向であり， ファ ッションに対してはオビニオンリーダーであることが推察さ
れる。文 「まわりの人が取り入れてから」流行を採用するという流行追随者は，儀式等にはと
りわけ他人と同じようなものを着て行こうとする同調性志向が明確に打ち出された。
3.女性度の判定について
BSRI ( Bern’s Sex Role Inventory ）は男性的項目20項目，女性的項目20項目，中性的項
目20項目の60項目から構成されている。各項目は7段階尺度になっており自分自身に該当する
程度が高いほど，高い点数で答える仕組みになっている。 Bernの当初の論文 （1974）では心
理的両性性を男性的得点と女性性得点のバランスがとれていることと定義していた。後に彼女
はこの定義を変更し，男性性得点，女性性得点の両方が各性別のメディアンを越えるという内
容にしている。 （Bern 1977) 
今回の調査では男性的項目20項目，女性的項目20項目と し，各項目ごとに平均と分散を計算
しt値を求めた。被験者が女性のみであったため，女性度の判定を表7のように 5タイ プに分
類した。結果は表8である。被験者の約半数，48.02%が「純女性的女性」で依存性指向，「両
性的女性」 28.8%で中立指向，「やや女性的女性jが22.03%で寛容指向であった。次に上述の
ように青年期，特に女子は同調しやすいとされているが，女性度と流行の取り入れ方との関係
を見ると，「純女性的女性Jは47.1%の人が“まわりの人が取り入れてから”流行を採用する
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表7 男性度・女性度の判定 （Bern, 197 4) 'l)
〔女性の5タイプ〕
純女性的 女 性 (2.025亘 t）……・・・…......・ H ・－依存性指向 自然と愛性導重タイ プ
やや女性的女性 ( 1 < t < 2. 025）…ー……・・寛 容指 向 謙虚と世間体導重タイ プ
両性的女 性（ー1壬t亘1）・.......… h ・....中 立 指向 柔軟と適応尊重タイプ
やや男性的女性 ( 2. 025< t < 1 ）・・・υ ……・安定 指向 独立と自尊心尊重タイプ
純男 性 的 女 性（ t孟ー2.025)..............合理性指向 論理と行動尊重タイプ
としており，女性度の高い人が向調性があると言える。「やや女性的女性」は全体数が少ない
が流行の採用の仕方は“比較的早く取り入れる”
が46.2%で一番多く，「両性的女性」の中で一
番多かったのは“まわりの人が取り入れてから”
が45.1%であった。（表10）なお 「やや男性的
女性」「純男性的女性」は各々1名ずつであっ
たため表中には掲載しなかったが “比較的早く
取り入れる”項目を共に採択していた。
表8 女性度の判定結果
女生の5つのタイプ
純女性的 女性
やや女性的女性
両性 的 女 性
やや男性的女性
純男性 的女性
人 数 （%）
85 (48.02) 
39 (22. 03) 
51 (28. 80) 
1 ( 0.06) 
1 ( 0.06) 
N=177 
次に被服行動と女性度の関係を見るとタイ フ別による被服行動の相違に明確な差は出なかっ
たが，その中で 「両性的女性」に B19とB20のファ ッション雑誌をみて良かったものは同じ
様にすぐ着てみたくなると，男物であっても自分に合うように工夫して着てみようとする 2項
目がやや多く，友人や店員に薦められようとも白分に合わないと思ったら買わないようにする
が，「純女性的女性」に少なかった。 これは女性度の高い人に同調性がみられたことの裏付け
であり，「両性的女性」にやや個性的被服行動がみられた。 （表9)
質問項目と女性度の度合いについて検定結果は表6である。有意差 （p <0.05）のあった
項目を上げると自分の気に入った洋服なら流行に関係なく長く着ょうとするが，「純女性的女
性」よりも 「やや女性的女性」に多く，衣服を購入する際，友人が着用しているような衣服を
買うようにするが 「両性的女性」と比較した場合 「純女性的女性Jに多かった。 更に自分の服
をシーズンはじめに買うようにしているが 「両性的女性」 よりも 「やや女性的女性」に多く，
男物でも自分に合うように工夫して着てみたいと思うが，「純女性的女性」より も「両性的女性」
に多かった。以上のことから 「純女性的女性」は同調的被服行動をし流行の取り入れ方は追随
的であり， 女性度の高い人が同調的と言える。「やや女性的女性」は流行に関係なく気に入っ
たものを着，しかもシーズン始めに買うという良識的な流行志向であり， 流行の取り入れ方は
早期採用者が多かった。又 「両性的女性」は流行の採用の仕方では追随的であるが，自分に合
うように着装するということから個性的な被服行動をすると言える。
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表9 女性度の判定別による被服行動の相違 平均値（標準偏差）
一一一一一一一一一一一一一← 女性度の判定｜純女性的｜やや女性的｜両 性的
質問項目 一一一一← ｜女性｜女性｜女性
1 .私は新しいフ7・：； ションが町に出回るとすぐ取り入れたくなる。 IZ.92(0.88) 13.23(0.77) 13.00(0.93) 
2.私は自分の気に入った服なら流行に関係なく長く着ようとする。 14.31(0.84) 14.59(0.59} 14.31(0.90) 
3.私はどんな流行の服でも自分に合わないと思ったら着ない。 14.49(0.86) 14.72(0.55) 14.3§(1.10) 
4.祝典などの儀式には，他人が着て行くと予想される服と似たものを着ょうとする0]3.21(1.04)13.05(1.13) 13.12(1目32)
5.私は他人と閉じ服装をすることを好まない。 13.64(0.93) 13.79(0.88) 13.53(1.16) 
6.私は衣服を購入する際，回りの人が着ていないものを買うようにする。 13.26(0.87) 13.36(0.86) 13.29(1.07) 
7.私は自分の手持ちの洋服を大事にして，次々 に新しい衣服を買おうとは思わない。I2.84(0.90) I 2.84(0目81)12. 67 (1. 02) 
8.私は自分に合わないと思っても，回りの人と同じ様な洋服を着るようにしている。 11.71(0.81) ll.51(0.67) ll.65(0.90) 
9.私はスタイルブックやファッション雑誌を多く読む。 13.62(1.06) 13.72(0.96) 13.65(1.10) 
10.私は回りの人から注目される様な衣服を着たいと望んでいる。 12.74(1.08) 12.79(1.02) 12.73(0.97) 
11.私は衣服を購入する際，友人が着用しているような衣服を買うようにする。 12.20(0.84) ll.92(0.80) ll.86(0.89) 
12.私は自分の服をシーズンはじめに買うようにしている。 13.19(0.71) 13.38(0.62) 13.00(1.07) 
13.私は服装をTPOに応じて着るように心がけている。 13.59(0.82) 13.69(0.76) 13.74(0.97) 
14.私は衣服を購入する際，多少高価であってもプランドものを買うようにしている。 12.66(0.93) 12.92(0.89) 12.94(1.06) 
15.私は自分に合わないと思っても友人や店員に進められると買ってしまう。 12.67(2.47) 12.28(1.06) 12.29(1.13) 
16.私はたとえ友人，店員に進められようとも自分に合わないと思ったら買わないようにする。I3. 79(1.09) I 4.05(1.04) I 4.02(1.09) 
17.私は新しい衣服を購入する際，自分の今までの傾向と同じ様主ものを買うようにする。 I 3.05(0. 79) I 3.26(0.84) I 3.06 (0. 78) 
18.たとえスポーツウェアであっても街着として着用しても良いと思う。 13.14(1.12) 13.10(0.84) 12.98(1.08) 
19.私は77ッション雑誌をみて良かったものは同じ様にすぐ着てみたくなる。 13.45(1.01) 13.33(0.86) 14.16(4.52) 
20.私は男物でも自分にあうように工夫して着てみたいと思う。 13.88(0.98) 14.08(0.89) 14.28(0.91) 
I N =85 [ N =39 [ N =51 
表10 流行の取り入れ方と女性度との関係
流行のとり入れ方
女性度の判定 純女性的女性 やや女性的女性 両性的女性
真っ先に 取り入 れる 一（ー） 一（ー） 一（ー）
比較的早〈取り入 れる 25 (29.4) 18 (46. 2) 16(31.4) 
まわりの人が取り入れてから 40(47.1) 14(35.9) 23(45.1) 
多くの人が取り 入れてから 12(14.1) 2 ( 5.1) 5( 9.8) 
全く取り入れない 8( 9.4) 5(12.8) 7(13. 7)
言十 85 39 51 
N=l75(%) 
U ま と め
女子学生が被服行動においてどの程度，同調化と個性化を内包しているものなのかを流行の
採用時期と Bernのセックス・ローJレ・インベン卜リィの関係において把握する目的にて本研
究を行った。結果は次の通り である。
① 流行の取り入れ方は 「比較的早く取り入れるJ33. 3 %，「まわりの人が取り入れてからJ
43. 7%，「多くの人が取り入れてか ら」10.4%，「全く取り入れないJ22%と約半数の学生が流
行追随型であった。
②実際の被服行動での因子分析結果は次のようになった。 5因子までの累積寄与率は
48. 5%で第l因子は 「ファッショ ン ・オピニオ ンリーダー型」第2因子「非同調化と個性化」
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第3因子「個性化」第4因子「良識的被服行動」第5因子 「同調化jと5つの因子が抽出され
fこ。
③流行の取り入れ方別による被服行動の相違の検定結果は「比較的早く取り入れる」早期
採用者は被服行動において情報に敏感に対応し，個性派志向であり，ファ ッションに対してオ
ピニオンリーダーであった。又 「まわりの人が取り入れてから」の流行追随者の被服行動は同
調性志向であった。
④ 女性度の判定結果は「純女性的女性」 48.02%，「やや女性的女性J22. 03%，「両性的女
性」 28.8%で，依存性指向の「純女性的女性Jが半数近かった。
⑤④の判定と被服行動および流行の取り入れ方による有意差のあった項目から「純女性的
女性」は同調的被服行動をし，流行の取り入れ方は追随的であり，女性度の高い方が同調的と
言える。「やや女性的女性」は良識的な被服行動を し流行の取り入れ方は早期採用者が多かった。
「両性的女性Jは流行の採用の仕方では追随的でその被服行動は個性的であった。
（なお，因子分析はNEC PC -9801 VMパーソナルコンピュ ターー，ソフ トウェア，社会情報サー
ビス多変量解析システムを使用）
終わりに調査に御協力いただきました本学服飾美術科学生および各関係者に深謝します。
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A.あなたの洩行の取入れ方は次のうちのどれですか、目高当するものにO印をして〈だ事い．
1 .っ先に取り入れる 2 t色唱E的早〈取り入れる 3 金〈取り入れない
4 車わりの人が取りλれTから 5 多〈の人が取り入れτから
B.~の質問を 5段”に分行τ考え、あなたに餓当すると思われる番号にO印寄付砂て下さい：）
5鼻緒に思う
4 やや思う
3 どちらでもない
2それほど思わない
1まった〈思わない
1.弘は続しいフアヲシヨンが町に幽図るとすぐ取り入れたくなる． 5.4.3.2.1. 
2.私は自分の気に入った鳳なら流行に関係な＜！！｛＜省ょうとする． 5.4.3.2.1. 
3.私はどんな涜行の服でも自分に合わないと思ったら紐ない． 5.4.3.2.1. 
4. R’ーなどの．式には、他人が舗τ行〈と予忽きれる鳳と似たものを泊ょうとする． 5.4.3.2.1. 
5.私は他人と同じ鳳豊富をすることを野まない． 5.4.3.2.1. 
6.払は衣服を燭入する飯、回りの人が嘗ていないものを買うようにする． 5. "・ 3. 2. 1. 
7.私は自分の手持ちの洋服を大事にしτ、次々に衝しい衣顕を買おうとは思わないι 5.4.3.2.1. 
8.払は自分に合わないと思っても、回りの人と同じ織な洋服を着るようにしτいる． 5.4.3.2.1. 
9.私はスタイルプヴクやフアヲション...を多＜Iむ． 5.4.3.2.1. 
1 0.私は回りの人から注目され畠ような衣服を省たいと貨んでいる． 5.4.3.2.1. 
1 1.私ほ衣服を鴎入する際、友人が省局しているような衣服を買うようにする． 5.4.3.2.1. 
1 2.私は自分の鳳をシーズンはじめに買うようにしている． 5.4.3.2.1. 
13.私は服裂をTPOに応じて省るように心がけている． 5.4.3.2.1. 
1 4.私は衣服を鵬入する湾、多少高価であってもプランドものを買うようにしている． 5.4.3.2.1. 
1 5.弘は自分に合わないと思っても友人や店貝に進められると買ってしまう． 5.4.3.2.1. 
1 6.私はたとえ友人、店員に進ゆられようとも自分に合わないと思ったら買わないようにする.5.4.3.2.1
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17. I.は餅しい衣服を鴎入する服、自分の今車での傾向と同じ鎌なものを買うようにしてい畠.11.4.3.2.1
11.4.3.2.1. 1 8.たとえスポーツウエアであっても衡舗として活用しても良いと思う．
11.4.3.2.1. 19.払はフアヲシaン’...をみて良かったものは同じ織にす寸錯τみた〈なる．
6.4.3.2.1. 2 0.弘ほ男絢でも自分にあうように工夫して鎗てみたいと思う．
c.以下に上げられる事例が自分にどれ〈らい当てはまるかを考えて、.当する司書号を記入して下きい.7) 
-3：金〈あたはまらない
-2: 
1ー: 
0：どちらともいえない
1 : 
2: 
3：非常に庚〈当てはまる
｝｝｝｝｝｝〉｝｝〉
クラス
｛〈（（｛〈〈〈〈（
3 1，積極性がある
3 2.信じやすい
3 3.リーダーとしてふるまう
3 4.無弱気である
3 6.個人主a量的である
3 6 ..しい醤葉遣いを遺砂晶
3 7.人と鱒争する
3 8.子供が好きである
3 9.大志を抱いている
4 0.憎がこ華やかである
年服飾びじ申つ科
出身地
1.自慣がある ｛ ） 
2.従順である ｛ ） 
3.反愉に合うと再反・する 〈 ） 
..憶がらかである （ ） 
6.人に鋼らない 〈 ） 
8.内気である （ ｝ 
7. i・が得.である 〈 ｝ 
8.や害しい ｛ ｝ 
9.自己主績が強い ｛ ｝ 
10.おだてられると鎗しい （ ） 
1 1.個性が強い 〈 ） 
1 2.忠実である 〈 ｝ 
1 3，押しが吸い ｛ ） 
14.女性的である （ ） 
1 6.分街的に考える ｛ ｝ 
1 8.共.しやすい ｛ ） 
1 7.リーダとしての鑓カがある｛ ） 
1 8.億人の求＠τいるものがすぐ分かる（
1 9.危険を留す ｛ ） 
2 0.ものわかりがよい ｛ ｝ 
2 1.決断が早い （ ｝ 
2 2.同情心が厚い 〈 ｝ 
2 3.自分で何でもで卑る 〈 ） 
2 ..傷ついた人の心を磁めてやりたい ｛ 
2 6.人に指図する （ ） 
2 8.ことば使いがやさしい 〈 ） 
2 7.男性的である （ ｝ 
2 8.あたたかい 〈 ） 
2 9.自分の立喝を網殖に打ち出す｛ ） 
30.ひとやものをいっ〈しむ （ 〉
